
























要約:神経性食欲不振症の診断基準に広く用いられている DSM-Ⅳ診断基準や厚生省診断基

準とは異なる、若年(15 歳未満)発症児の、早期思春期の成長発育を踏まえた、早期発見

につながる実践的な診断基準を作成した。若年発症患者 12 名を、後方視的に、発症から

受診の経過を調べ、体重増加停止と体重減少が本症の診断に有効な指標と考えた。思春期

に期待しうるその子本来の体重増加が停止した時点で発症を疑う。経時的に体重をフォロ

ーし、体重減少が成長曲線上1チャンネルを超える時点で、食事摂取量低下に関する客観

的データの確認ができれば確定診断とする。本診断基準は広く学校保健と小児科診療に適

用できる。


